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★ 就活の切り札！
 日体大ロゴ入り、
　 オフィシャル名刺が
 作れるお店は？

★ 一度は挑戦したい
 伝説のカレーとは？

★ ファン急増中！
 クセになる
 あのソースの名前は？

★ ローソンS日体大前店にある秘密兵器とは？

★ ヤマザキYショップ（YSP）日体大店の人気は
 U選手必携の〇〇〇〇〇〇〇―

★ 店員さんのおススメ本、ベスト３は？

★ 体操、新体操のユニフォームと言えば？

★ 日体大生以外にもグッズを買いに来るショップは？

買
う

食
べ
る

※答えは記事の中！　
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東京・世田谷キャンパスの学生食堂前にある「学

生サポートデスク」。キャンパスライフを充実させ

てくれる商品・サービスがいっぱい。しかも、日

体大生だけのために設定された格安な料金で提

供しています。旅行に行きたいけれど場所が決

まっていない、部屋の模様替えをしたいなど、漠

然とした相談も OK。プロのスタッフが親切に対

応してくれます。

＜サービス内容＞
営業時間 月～金 9：00～17：00
教習所案内（通学・合宿）　国
内・海外旅行　ゼミ合宿（貸切
バス、合宿所）　JR・航空券販
売　海外留学（語学・研修）　
ユースホステル・国際学生証　
資格学校・英会話学校　レンタ
カー　眼鏡・コンタクト　賃貸
不動産　引越・運送　一人暮ら
しサポート　紳士服・スーツ　
家電・パソコン　日体大オフィ
シャル名刺　保険（旅行保険、
学生保険）　ほか

就活用のスーツ選びから、メイクアッ
プ講座の紹介までサポート。各種対策
セミナーの申し込みも可能です。

学生時代しかできないことをおトクに！がモッ
トー。旅行からデートのコーディネートまで“予
約の達人”がサポートします。もちろんゼミ合宿
等の団体旅行もおまかせください。
利用上の注意としては、こちらから連絡した際、
早めにレスポンスしていただけると助かります。

支店長
澤田   直 さん

体育学科４年
太田  志帆 さん

実は後輩から教えてもらってサポートデスクを
利用しました。行先を迷っていた卒業旅行も
スタッフの方と相談してサイパンに決定。１人
３万円台なんてビックリです。フィンスイミング
クラブに所属していましたので、きれいな海を
思い切り楽しんできたいです。

教習所案内（通学・合宿）　国
内・海外旅行　ゼミ合宿（貸切
バス、合宿所）　JR・航空券販
売　海外留学（語学・研修）　
ユースホステル・国際学生証　
資格学校・英会話学校　レンタ
カー　眼鏡・コンタクト　賃貸
不動産　引越・運送　一人暮ら
しサポート　紳士服・スーツ　
家電・パソコン　日体大オフィ
シャル名刺　保険（旅行保険、

就活用のスーツ選びから、メイクアッ就活用のスーツ選びから、メイクアッ
プ講座の紹介までサポート。各種対策プ講座の紹介までサポート。各種対策

卒業旅行の人気旅行先ベスト１は
「グアム・サイパン」。スキー＆スノ
ボも格安料金で取り扱っています。

Ssetagaya
日体大生の強い味方。やりた
いこと、行きたい場所、欲しい
ものがあったらまずはGO。あ
なたのワガママをかなえてく
れるキャンパスライフのコン
シェルジュをご紹介！

「使う」
就活・資格から旅行、免許、
一人暮らしまで、
なんでもサポート

日体大生の強い味方。やりた
いこと、行きたい場所、欲しい
ものがあったらまずはGO。あ
なたのワガママをかなえてく
れるキャンパスライフのコン
シェルジュをご紹介！

学生サポート
デスク

通いやすい近隣教習所、合宿教習所をご紹介。検定料や
追加教習料などが無料となる特典もあります。また、部屋
探しやインテリアコーディネートの相談にも応じます。

就職活動の必須アイテム。日体大
の校章、またはロゴマークが入っ
たオフィシャル名刺を作ることが
できるのはここだけ。あなたの頑
張り＋日体大のブランドで内定を
獲得！

校章やマーク、書体、紙質等、複数のバリエーションを用意しています。
校了（内容チェック）後５日程で引き渡しが可能。利用の際は学生証を用意してください。

さん
担当者ココがおススメ 学生のイチ押し

たオフィシャル名刺を作ることが
できるのはここだけ。あなたの頑できるのはここだけ。あなたの頑できるのはここだけ。あなたの頑できるのはここだけ。あなたの頑
張り＋日体大のブランドで内定を張り＋日体大のブランドで内定を
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「食べる」
運営する LEOC は、人気サッカーチームの食事

管理なども務めるプロ集団。ボリュームはもちろ

ん、栄養管理の行き届いた食事を提供していま

す。日替、週替の定食、パスタ、麺類と充実メニュー

を用意。新キャンパスでおしゃれなレストラン気

分を満喫してください。
営業時間： 月～金 10：00～18：00　19：00～20：00
 土　 11：00～14：00　 [通常期]

カウンターを除き、調理スタッフは３名。朝７時
から仕込みを始めて、１日約600食を調理してい
る。ランチタイムは、人気の揚げ物づくりで、ほと
んど火の前を離れられない。午後は片付け、夕食
や翌日の準備。部活専用の夕食など、夜21時過
ぎまで仕事が続く。

学食は週３～４日利用。休み時間や空き時間も
友達と食堂で過ごすことが多いです。お気に入
りはマーボー豆腐丼とカツカレー。外はサクっ
と、中はジューシーな揚げ物も好きですね。「今
日は何にする？」と、カウンターの方の親しみや
すい一言もうれしいです。

短期大学部  体育科１年
金子  あんな さん

ボリュームと栄養バランスを考えながら、本社
の管理栄養士と相談してメニューを決めていま
す。サイドメニューやサラダなど、季節感を出す
ためのひと工夫も。味、量、値段、そしてなにより
学生の皆さんに楽しんでいただける食事を提
供しようと頑張っています。

店長
板垣  健介 さん

Ssetagaya

アスリートの栄養を
専門家がサポート。
各種フェアもお見逃しなく！

学生食堂　「LEOC」

人気トップは唐揚げ５個がてんこ盛りの唐揚げ丼。生
姜焼き丼、ビビンバ丼も上位。日替では、揚げ豆腐な
どヘルシーメニューが女子に好評。小腹を満たしてく
れる麺類も根強いファンを集めています。

唐揚げ丼／380円

①唐揚げ丼　
②日替昼定食A　
③ラーメン

 土　 11：00～14：00　 [通常期]

人気メニュー
ランキング

ラーメン／350円

◉大盛りフェア
通常料金で大盛りがOK。このチャン
スは見逃せません。LEOCでは、これら
キャンペーンやフェアの回数を増やし
ていく予定。学食のお知らせをチェッ
クしてください。

◉ラーメンフェア
北海道ラーメン「むつみ屋」の
味をそのまま提供するラーメ
ンフェア。食通の日体大生なら、
こんなラーメン、メニューを食
べたいなど提案してみるのも
いいかもしれません。

◉★MEGA★カレー
２人前ライスにタマゴ、唐揚げ、カツ、
ハンバーグなどの豪華トッピング。日
体大生なら誰でも一度は挑戦する伝
説のメニューです。女子なら２人で１
皿を注文するのもいいかも。

通常料金で大盛りがOK。このチャン
スは見逃せません。LEOCでは、これら

ていく予定。学食のお知らせをチェッ
クしてください。

◉

ハンバーグなどの豪華トッピング。日
体大生なら誰でも一度は挑戦する伝
説のメニューです。女子なら２人で１
皿を注文するのもいいかも。

◉大盛りフェア
ラーメンフェア

とって
おき

グル
メ情
報

・食べ残し、箸、スプーンなどを分別しな

いで下膳台に置く

   （重ね過ぎると、レーンが止まったり、洗

浄に支障をきたすことがあります）

・食堂以外の場所に持ち出して食べる

・湯呑、はしなどを持っていってしまう

 など
そのほか混雑時には譲り合って利用する

など、マナーを守りましょう。

調理場潜入レポート

カウンターを除き、調理スタッフは３名。朝７時

調理場潜入レポート

レ オ ッ ク

ボリュームと栄養バランスを考えながら、本社ボリュームと栄養バランスを考えながら、本社ボリュームと栄養バランスを考えながら、本社ボリュームと栄養バランスを考えながら、本社学食は週３～４日利用。休み時間や空き時間も

短期大学部  体育科１年
さん

短期大学部  体育科１年
さん

学食は週３～４日利用。休み時間や空き時間も

担当者ココがおススメ学生のイチ押し

説のメニューです。女子なら２人で１
皿を注文するのもいいかも。
説のメニューです。女子なら２人で１
皿を注文するのもいいかも。

体大生なら誰でも一度は挑戦する伝
説のメニューです。女子なら２人で１
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老舗スエヒロが運営。自慢の肉料理はもちろん、

本格メニューをリーズナブルな料金で提供してい

ます。メニューは定番スエヒロランチ、丼物から

健志台ランチ「金」「銀」「銅」「スペシャル」ま

で豊富なラインナップ。パワーがチャージできるこ

と間違いありません。

いかに早く、お待たせしないで料理を出すかと
いうことに気を遣っています。元気な声で「ごち
そうさま」と声をかけてくれるとうれしいです
ね。新しいメニューもいろいろと考案しています
ので、ぜひこんなものが食べたいというリクエス
トがあったら教えてください。

チーフ
堀江  健治 さん

健志台ランチ［金］がおすすめ。もちろん大盛り
です！この値段で、このボリュームは日体大の
学食ならではですね。お寿司も食べてみたいけ
ど、ちょっと贅沢かな（笑）。野球部なので、大型
テレビで放映されるビッグマッチの中継も楽し
みにしています。

健康学科４年
村山  竜太 さん

Kkenshidai

毎 日 の 元 気 に 欠 か せ な い
のが 食 事。気になる人 気メ
ニューや隠れた一品など、ラ
ンチタイムがもっと楽しくな
る情報を紹介。調理場で日々
奮闘するスタッフの方々に感
謝！です。

「食べる」学生食堂

 「銀座スエヒロ」

営業時間： 月～金　 10：00～18：00　 [通常期]

スエヒロ B（チキンカツ）は
チャイナソースが大好評。
ソース多めに！という声も
多いとか。野菜たっぷり、甘
酢テイストのスエヒロ秘伝
のソースです。ミニ丼は朝
と昼で２回利用する方にう
れしいお手頃メニュー。

スエヒロB／460円

①スエヒロ B　
②健志台ランチ[金]　
③ミニ丼

①スエヒロ B　①スエヒロ B　

人気メニュー
ランキング

◉ソース、ドレッシングに注目
ご紹介した「チャイナソース」のほか、サラダの
ドレッシングにも注目。スエヒロオリジナルブ
ランドを含め常時数種類を用意。細かいところ
にもこだわりが感じられます。

◉健志台ランチ（スペシャル・金・銀・銅）
王道でいくなら、アツアツ鉄板牛焼肉が楽しめる「金」。そしてこ
れをさらに上回る「スペシャル」が登場しました。豚の生姜焼き、
エビフライ、鳥の唐揚げに、選べるサラダもついた豪華版。その
ボリュームに、ビックリする学生たちも多いとか。ぜひお試しくだ
さい。

◉

ランドを含め常時数種類を用意。細かいところ

◉ソース、ドレッシングに注目健志台ランチ（スペシャル・金・銀・銅） ◉

とって
おき

グル
メ情
報

男子学生のほとんどが大盛りを注文。１日に炊くお米
の量は約160kg。これを支える調理スタッフは朝６時
からスタンバイ。仕込みはもちろん、カレーを入れると
６種類にもなるソース・ルーやスープ等の準備を始め
る。洗い物を終える午後２時頃まで立ちっぱなし。

ミニ丼セットB／300円

人気レストランの味を
キャンパスで。
バリエーションも豊富！

ミニ丼セットB／300円

学生食堂
利用マナーリサ

ーチ

美味しい食事を気持ちよく。

こんなイエローカードを

出されていませんか？

調理場潜入レポート
男子学生のほとんどが大盛りを注文。１日に炊くお米

調理場潜入レポート

いかに早く、お待たせしないで料理を出すかといかに早く、お待たせしないで料理を出すかといかに早く、お待たせしないで料理を出すかといかに早く、お待たせしないで料理を出すかと 健志台ランチ［金］がおすすめ。もちろん大盛り

さん

健志台ランチ［金］がおすすめ。もちろん大盛り

担当者ココがおススメ 学生のイチ押し

チャイナソースが大好評。
ソース多めに！という声も
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「買う」
軽食、雑貨からコピー、公共料金の支払いまで、コンビ

ニの機能をフルカバー。ふだんも、困った時も、キャン

パスライフに欠かせない存在です。ローソンのポイント

カードを利用すれば、レジもスムーズ。対象商品と引き

換えができる特典もあります。

1960 年ローマオリンピックで、初めて体操日本

選手団に試合着を提供したササキスポーツ。カ

ジュアルなスポーツ店が増える中で、日体大生の

期待に応える本格的な商品を安価で提供していま

す。日体大グッズも学生、卒業生に大人気です。

（営業時間：日祝を除く 7：00～22：00［通常期］）

店員
津田  陽介さん

（営業時間：月～土 9：00～17：00
  但し土曜日は変則 ［通常期］）

お昼時、休み時間など、混
雑時はそれぞれのレジに
２列に並ぼう。その方が、
精算する人も、商品を探す
人もスムーズに移動するこ
とができます。並んでいる
間に、小銭やカードを用意
することを忘れずに！

クセになるあのLチキが
ダントツの人気

ローソンS日体大前店

ササキスポーツ

なんと言っても一番の人気は、クセになる濃味が評判の「Lチキ」。実は、ローソンでフライヤー
（揚げ物調理器具）が２台設置されたのは日体大前店が国内初。全国でも２台ある店舗は珍
しいとか。これを武器にして、日体大生にヒット商品を続々提供しています。

①Lチキ　
②おにぎり（シーチキンマヨネーズ）　
③チョコメロンパン

Ssetagaya Kkenshidai

Ssetagaya

店員

人気商品 ランキング

スポーツ専門用品から
日体大グッズまでおまかせ

授業用品のほか、日体大を感じるアイテムが
いっぱい。卒業生やキャンパス見学に来た
高校生にも人気です。特にエッサッサパン
ツは男子に必携。このほか、水泳をするしな
いにかかわらず、手軽に使えるセームタオル
が人気。合宿や旅行のお供にもおすすめで
す。

①日体レポート
②Tシャツ・エッサッサパンツ
③セームタオル

人気商品 ランキング

店員
鈴木  みゆきさん

書籍  ランキング

三省堂書店
うれしい日体大生価格で本に親しも う

・コンビニの割りばしやレジ袋などを必要以上に勝手に持ち
出してしまう

    （一声かけてがマナー。電子レンジの使用も常識を守って）
・休憩場所以外で飲食する
・店内で長時間おしゃべりをしたり、座り込んだりする
 “学内だから軽い気持ちで”はNG。日体大のロゴが入った

グッズは日体大スピリットの証明です。

ワンポイント
アドバイス

お昼時、休み時間など、混

ワンポイント
アドバイス

（揚げ物調理器具）が２台設置されたのは日体大前店が国内初。全国でも２台ある店舗は珍
しいとか。これを武器にして、日体大生にヒット商品を続々提供しています。

1960 年ローマオリンピックで、初めて体操日本

選手団に試合着を提供したササキスポーツ。カ選手団に試合着を提供したササキスポーツ。カ

ジュアルなスポーツ店が増える中で、日体大生の
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パンメーカーのヤマザキのチェーンだけ

に、菓子パンや駄菓子など空いた小腹を

満たしてくれるプチアイテムが人気。アイス

クリームは、真夏にはなんと冷凍ケースが

空っぽになってしまうことも。学生食堂とコ

ンビでフレキシブルに利用してください。

手軽なアイテムから、書籍、本格
スポーツ用品まで、日体大ならで
はのグッズが大集合。
専門店では学生割引も。賢く利
用して、勉強・スポーツ・ファッショ
ンを楽しもう！
「買う」

思わず手が出る！
菓子パンやデザートも充実

ごく一部を除き、教科書、新書・文庫、雑

誌のほとんどが 10％オフ。また図書カードも

利用できます。希望により取り寄せやラッピ

ングなども可能。スポーツ系から星占いの本

まで、日体大生の愛読書はバラエティ豊かで

すね。（営業時間：月～金 9：00～17：00　［通常期］）

（営業時間：日祝を除く　8：30～18：00　 [通常期]）
店員　

中島  英津子さん

品揃え豊富なランチパックをはじめ、
菓子パンのバリエーションも充実。カ
レーパンでは、よこすか海軍カレーパ
ン、昔なつかしカレーパン、軽井沢の
幻のカレーパンなど。30～40円で買
える駄菓子コーナーも人気。もちろん
ブラックサンダーも置いてあります。

①菓子パン
 （カレーパン各種）　
②アイスクリーム　
③ドリンク（１Lサイズ）

①菓子パン

人気商品
ランキング

どうしても利用時間が集中する休み時間。そ
んな時に特におすすめしたいのがPASMO
学生証による支払い。レジは対応しています
ので、準備して並んでください。１品、２品の
買い物にとっても便利！

Kkenshidai

店員　

話題の『もしドラ』の作者岩崎氏の作品もランクイン。このほ
か中村俊輔選手の『察知力』（幻冬舎新書）など名選手の著
作、自伝も人気。雑誌では『陸上競技マガジン』から『non-no』

『sweet』まで、日体大生の敏感なアンテナには驚かされます。

①美女と野球 
 リリー・フランキー（河出文庫）

②一歩を超える勇気
 栗城史多（サンマーク出版）

③甲子園だけが高校野球ではない 
 岩崎夏海（廣済堂出版）

①美女と野球

②一歩を超える勇気②一歩を超える勇気

③甲子園だけが高校野球ではない
店員　

片山  未樹さん

おすすめおすすめ書籍  ランキング

思わず手が出る！

ヤマザキYショップ（YSP）

日体大店

三省堂書店Ssetagaya Kkenshidai

うれしい日体大生価格で本に親しも う

リズKkenshidai

日体大アスリートのおしゃれを応援
ウェア、パーカー、T シャツなど、日体大グッ

ズを販売。他大学の学生も買い求めに来

るほどの憧れの商品になっています。日体

大とは木造校舎の頃からのお付き合いです

が、学生の皆さんが色にとても敏感で、お

しゃれになったと感じますね。

（営業時間：月～金
10：30～16：30　
但し土曜日は変則［通常期］）

店長　小国  弘子さん

コンビニ、専門店
利用マナーリサーチ
学内と言っても街のお店と同じ。
こんなイエローカードを
出されていませんか？

ワンポイントアドバイス

どうしても利用時間が集中する休み時間。そ

ワンポイントアドバイス
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日体大が全国の大学院に先駆けて新たな人材養成モデルを世に問う。博士前期課程に「体育実践学コース」を新設。既設の学系を「体育科
学コース」（博士前期・後期課程）とし、「研究」と「実践」という強固な２本柱を確立する。知識基盤社会の実現をリードする大学となるべ
く、新大学院構想は大学改革の主要なテーマの一つとして位置付けられてきた。この改革により、体育・スポーツにおける世界トップレベルの
中核的研究・人材養成拠点を目指して、さらなる一歩を踏み出すことになる。

「コーチング学系」「スポーツ教育・健康教育学系」の２学系を設置。本コースは博士前期課程のみに設置され
ており、体育の専門分野で活躍できる高度な実践力を備えた「スーパーコーチャー」「スーパーティーチャー（保
健体育教諭および養護教諭）」の養成を目的としています。本コースでは、特に体育の先端的な科学的知識を習
得するだけでなく、これらの知識を教育実践の場に統合し、指導力として発揮できるようにするために、反省的
なプラクティカム（実習）を重視します。この「体育実践学コース」を修了した後に、博士後期課程で研究を深め
ることもできます。

1975年 （昭和50） ４月 日本体育大学大学院体育学研究科（修士課程）を開設
1998年 （平成10） ４月 大学院体育科学研究科博士（前期・後期）課程開設
2001年 （平成13） ３月 単科の体育大学として初となる博士（体育科学）の学位授与（４名）
2003年 （平成15）  国士館大学、日本女子体育大学各大学院と連携事業を開始
2011年 （平成23） ４月 博士前期課程を体育科学コースと体育実践学コースに再編。
   体育実践学コースに「コーチング学系」と「スポーツ教育・健康教育学系」を新設 

学位：修士（体育科学） 学位：博士（体育科学）前期課程 後期課程

スポーツ文化・社会科学系

トレーニング科学系

健康科学・スポーツ医科学系

日本体育大学大学院   体育科学研究科  体育科学専攻  博士（前・後期）課程

■教育組織

日本体育大学大学院は、体育及びスポーツに関する高度の学術研究により、その深奥をきわめ、学術の
応用に貢献して競技力向上に関する研究を推進するとともに、高度な学識と研究能力を持った専門家の
養成と、社会の多様な分野で活躍し得る人間の育成を目標とし、スポーツ文化の進展と人類の友好・親
善に貢献することを使命としています。

広い視野に立って精深な学識を授け、体育科学分野における研究能力又は高度の専門性を
要する職業等に必要な高度の能力を養います。

体育科学分野について研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的
な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養います。

●研究科の構成

博士後期課程

博士前期課程
目  

的

使  

命

体育実践学
コース

日本体育大学  大学院
体育科学研究科の歩み

標準修業年限
博士前期課程

博士後期課程

博士前期課程 修士（体育科学）

博士後期課程 博士（体育科学）

中学校・高等学校教諭専修
免許状（保健体育）
※ただし、一種免許状を既に取得している者

養護教諭専修免許状
※ただし、一種免許状を既に取得している者

2 年

3 年

学位について

取得できる
免許状

（博士前期課程）

    高度専門職業人（スーパーコーチャー・スーパーティーチャー）を養成

平成23年４月

スポーツ文化・社会科学系

トレーニング科学系

健康科学・スポーツ医科学系

スポーツ文化・社会科学系
トレーニング科学系

健康科学・スポーツ医科学系

コーチング学系
スポーツ教育・健康教育学系

体育科学コース

体育実践学コース

スポーツ教育・健康教育学系新設

進学
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大
学
院
教
育
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
。

他
大
学
の
先
陣
を
切
っ
て
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
系
専
門
職
大
学
院
を
視
野
に

　

教
員
免
許
更
新
制
や
教
員
養
成
課
程
の
６
年
制
化
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
た
り
、ま
た
2
0
0
8
年
に
は
教
員
養

成
系
の
大
学
を
中
心
に
教
職
大
学
院
が
開
設
さ
れ
る
な

ど
、教
員
の
資
質
能
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
お
い
て
も
、全
国
の
先
駆
け
と
な
っ
て
、体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
、健
康
分
野
に
特
化
し
た
高
度
職
業
人（
ス
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、ス
ー
パ
ー
コ
ー
チ
ャ
ー
）を
養
成
す

る
専
門
職
大
学
院
を
作
り
た
い
と
長
年
構
想
を
あ
た
た

め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、本
当
に
実
践
力
の
高
い
教
員
を
養
成

す
る
た
め
に
は
学
部
の
４
年
間
の
教
育
だ
け
で
は
決
し

て
十
分
で
は
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
多
く
の
教

員
養
成
系
の
大
学
で
も
同
様
で

す
。基
礎
的
な
専
門
科
目
は
数

学
な
ら
理
学
部
、国
語
な
ら
文

学
部
、英
語
な
ら
英
文
科
と
同

じ
よ
う
な
内
容
を
履
修
し
、教

職
科
目
は
わ
ず
か
。３
週
間
ほ

ど
の
教
育
実
習
を
経
験
し
た
ら

そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
課
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。多
く
の
先
生
方

が
、現
場
に
出
て
か
ら
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
い
る
の
が
実
態
な

の
で
す
。こ
れ
で
は
優
れ
た
教
員

が
育
つ
の
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、学
生
の
う
ち
か
ら
教
え
る
と
い
う
経

験
を
十
分
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
も
た
だ
単

に
現
場
に
出
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、研
究
的
に
教
え
る

経
験
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。指
導
教
官
の
も
と
、指

導
計
画
を
立
て
、教
材
開
発
を
行
い
、し
っ
か
り
と
し
た

計
画
に
基
づ
き
実
践
し
て
み
る
。そ
し
て
、何
が
よ
か
っ

た
の
か
、ま
た
適
切
で
な
か
っ
た
の
か
、ど
こ
を
修
正
す

れ
ば
い
い
の
か
、そ
の
結
果
を
反
省
的
に
振
り
返
る
。つ
ま

り
P
D
C
A（
計
画
→
実
行
→
評
価
→
改
善
）サ
イ
ク
ル

の
中
で
教
育
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
有
効
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、広
く
大
学
院
と
言
え
ば
、研
究
者
養
成
が

主
た
る
目
的
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。本
学
の
体
育
科
学

研
究
科
も
、昭
和
50
年
の
開
設
以
来
、他
を
リ
ー
ド
す
る

存
在
と
し
て
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学
的
・
先
端
的
研
究

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、教
員
養
成
に

お
け
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、今
回
の
改
革
で
は

こ
れ
ま
で
の
大
学
院
の
概
念
を
刷
新
し
、「
研
究
」と「
実

践
」と
い
う
二
本
柱
を
明
確
に
打
ち
出
し
ま
す
。即
ち
、

ド
ク
タ
ー
進
学
を
前
提
と
し
た「
体
育
科
学
コ
ー
ス
」

と
、実
践
者
を
育
成
す
る「
体
育
実
践
学
コ
ー
ス
」の
２

体
系
に
分
け
、学
生
や
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
狙
い
で
す
。

　

新
設
す
る「
体
育
実
践
学
コ
ー
ス
」は
、先
に
述
べ
た
よ

う
な
実
行
・
検
証
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
て

い
る
こ
と
が
特
長
で
す
。学
部
で
学
ん
で
き
た
運
動
生
理

学
、体
育
史
、体
育
心
理
学
と
い
っ
た
基
礎
科
学
を
敢
え

て
網
羅
的
に
反
復
す
る
こ
と
な
く
、教
育
・
コ
ー
チ
ン
グ

に
関
わ
る
科
目
に
絞
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
ま
す
。

現
場
で
実
践
す
る
中
で
、例
え
ば
サ
ッ
カ
ー
の
授
業
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
を
学
び
直
し
た
り
、バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
知
見
を
取
り
入
れ
た
り
、学
問
と
実

践
の
統
合
を
図
る
こ
と
も
教
育
目
標
の
一
つ
で
す
。

　

実
習
形
態
と
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
・
健
康
教
育
学

系
」で
は
、小
・
中
・
高
の
教
育
現
場
、他
大
学
院
学
生
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
模
擬
授
業
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま

す
。特
に
マ
ス
タ
ー
２
年
次
で
は
、そ
の
時
間
の
ほ
と
ん

ど
を
現
場
実
習
に
充
て
る
と
い
っ
た
よ
う
な
学
部
の
教

育
実
習
と
は
一
線
を
画
す
る
本
格
的
な
実
践
の
場
が
提

供
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
加
え
、演
習
に
よ
り
、主
観
的
・
客

観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
科
学
的
に
授
業
を
検
証
、

指
導
計
画
や
そ
の
効
果
を
徹
底
的
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
い
き
ま
す
。ま
た「
コ
ー
チ
ン
グ
学
系
」で
は
、教
育

現
場
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、J
I
S
S
等
に
赴
い
た
指
導

実
践
、あ
る
い
は
在
学
生
メ
ダ
リ
ス
ト
を
招
い
た
研
究
・

分
析
も
可
能
と
な
り
ま
す
。こ
こ
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
科
学

の
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
や
各
種
デ
ー
タ
を
コ
ー
チ
ン
グ
の

実
践
に
ど
の
よ
う
に
統
合
し
て
い
く
か
と
い
う
反
省
的

な
実
証
サ
イ
ク
ル
が
展
開
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
教
育
や

コ
ー
チ
ン
グ
に
関
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ム（
実
習
）の
成
果

を
集
大
成
と
し
て
修
士
論
文
に
ま
と
め
て
い
く
と
い
う

の
が
博
士
前
期
課
程
の
二
年
間
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

よ
い
先
生
に
な
り
た
い
。よ
い
コ
ー
チ
ャ
ー
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
、ぜ
ひ
新
コ
ー
ス
の
門
を
叩
い

て
く
だ
さ
い
。優
れ
た
指
導
者
に
な
る
た
め
の
資
質
は
、

必
ず
し
も
高
い
競
技
力
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
き
た
経
験
・
プ

ロ
セ
ス
が
大
切
な
の
で
す
。そ
の
情
熱
を
教
育
に
ぶ
つ
け

て
、効
果
的
な
実
践
を
数
多
く
積
み
、当
初
の
目
標
を
実

現
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

未
来
社
会
を
支
え
る
柱
は
教
育
の
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ

れ
を
支
え
る
高
度
な
指
導
者
養
成
の
必
要
性
に
目
覚

め
、実
行
に
移
し
た
の
は
、日
本
の
数
あ
る
大
学
院
の
中

で
日
体
大
が
初
め
て
で
あ
り
、ま
さ
に
画
期
的
な
試
み
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。将
来
的
に
は
、卒
業
者
を
教
員
採
用

試
験
一
次
試
験
免
除
の
対
象
と
す
る
な
ど
の
施
策
が
期

待
さ
れ
ま
す
。本
コ
ー
ス
そ
の
も
の
を
重
要
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、教
員
・
学
生
一
体
と
な
っ
て
成
果

を
示
し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

大 学 院 に 体 育 実 践 学 コ ース を 新 設

反
省
的
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ム（
実
習
）を
徹
底
。

画
期
的
な
教
育
モ
デ
ル
に
注
目
く
だ
さ
い
。
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大 学 院 に 体 育 実 践 学 コ ース を 新 設

　この研究分野では、競技力の向
上とトレーニングの科学に関するあ
らゆる研究が取り扱われています。
トレーニング科学とは、運動負荷
の継続に伴う人間の適応過程を科
学的に分析し、スポーツ・健康・体
育への応用を図る学問と考えます。
その中で一つは運動負荷の原理・
方法や運動プログラムの探求に関
する研究があります。他は生体側の

　当学系での課題は、研究
対象であるスポーツあるい
はそれに関連する諸概念に
ついて、歴史的、哲学的、教
育学的、社会学的、経営学
的、法学的、文化論的、人
類 学 的 、メディア 論 的 、レ
ジャー・レクリエーション学
的なアプローチ（方法）で探
究し、真のスポーツの発展
に寄与していきます。

　本学系は健康の維持・向上、
および生活習慣病、スポーツ損
傷ほかの予防を目標として、健康
科学とスポーツ医科学の基礎・
臨床両面から探求し、その発展
を期する研究分野です。
具体的にはつぎの３つの分野に
まとめられます。

鈴木春信画「子供遊相撲」宝暦1−（176−）年刊
（日本体育大学図書館所蔵）

M.R.I.（マグネティック・リソーナンス・イメージ
ング）による測定

　当学系の特徴は、研究者養成を主眼とせず、競技ス
ポーツ指導現場における実践力・即戦力を有する「ス
ポーツ指導者」「スポーツ・インストラクター」「監督」
「プロ・コーチ」「専任コーチ」などと呼称される職業人
を養成することを目的としています。
　そして、担当教員の多くがかつてのトップアスリート、
あるいは現トップコーチャーの方々です。

　実践力、即戦力のある保健体育教諭、養護教諭を養
成することを目的としています。教師に必要な授業科目
としてスポーツ教育学・健康教育の理論、体育・保健の
授業づくりのほかにプラクティカム（指導実習）の教科
が設定されています。
　プラクティカムでは、学外における小・中・高校での
教育実習（保健体育希望者）、養護実習（養護希望者）を
１・２年通して実施します。この実習を通して学校現場を
熟知し、児童生徒の様々な健康問題や教育問題を大学
院時代に把握し、教員になった時点でその解決手法を
駆使できる実力を身に付けてほしいという学系のねらい
があります。
　修士論文は、自分の得意とする（実習で学んだ実践的
な）分野をテーマとすることが出来ます。教員になってか
ら役立つ研究課題を設定し、研究活動に邁進し自己研
鑽の中で実践的な修士論文を完成させていきます。

コーチング学系
［博士前期課程］

高度専門職業人養成（実践的研究）を主眼とするコース研究者養成（基礎研究）を主眼とするコース

体育実践学コース体育科学コース
スポーツ文化・社会科学系

［博士前期課程・博士後期課程］

トレーニング科学系
［博士前期課程・博士後期課程］

健康科学・スポーツ医科学系
［博士前期課程・博士後期課程］

スポーツ教育・健康教育学系
［博士前期課程］

トレーニング科学の実験

①身体運動、スポーツを通しての健康の維持・向上、さらには長寿をはかる
保健科学の分野

②身体運動時の呼吸、循環、消化、代謝などの生理的身体適応を解明する
運動生理学、運動生化学といった基礎的分野

③身体運動、スポーツにより生じる身体の病的状態（疾病、損傷）の発生要
因、予防策を解明する臨床スポーツ医学の分野

５
学
系
に
よ
り
研
究
・
教
育
体
制
を
強
化

研究であり、映像による動作分析・筋活動の力学的分析・心身相関のイメー
ジ化による生理心理分析・神経−筋−循環系の個別の生理分析（脳波・筋
電図・酸素運搬・心拍数・血圧など）・栄養分析などがあります。スポーツ
パフォーマンスの向上にとって根幹とされる、「心（メンタル）」・「技（スキ
ル）・「体（フィジカル）」について、心理学・バイオメカニクス・生理学・体力
学あるいは栄養学からアプローチし、それぞれのトレーニング効果につい
て、幅広くかつ実践的な研究を行っています。

THE 16TH ASIAN GAMES
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　　　　競技 　　　　　   氏名 　　　　種目 結果
陸上競技 北村聡（卒） 10,000m 6位
 畑山茂雄（卒） 円盤投げ 6位
 岸川朱里（卒） 800m 4位
水泳（競泳） 堀畑裕也（２） 200ｍ個人メドレー 銅
  400ｍ個人メドレー 金
  松本弥生（３） 50m自由形 銅
  100m自由形 5位
  800mリレー 銀
  北島康介（卒） 50m平泳ぎ 4位
  100ｍ平泳ぎ 4位
水泳（シンクロ） 糸山真与（１） 箱山愛香（１） チーム 銀
  コンビネーション 銀
水泳（水球） 柳瀬彰良（４） 竹井昂司（２）　
 志賀光明（１） 塩田義法（卒）　
 長沼敦（卒） 小林浩司（卒）　
 伊禮寛（卒）  銅
サッカー（女子） 近賀ゆかり（卒） 川澄奈穂美（卒）  金
ボート 小谷健太（卒） 軽量級ダブルスカル 銅
 岩本亜希子（卒） 軽量級ダブルスカル 銀
バレーボール（男子） 米山裕太（卒）  金
体操（体操競技） 出口諒財（３） 団体総合 銀
  個人ゆか 8位
  個人あん馬 4位
 中瀬卓也（院２） 団体総合 銀
  個人総合 6位
  個人つり輪 7位
 田中理恵（院１） 団体総合 銀
  個人総合 銅
  個人跳馬 銀
  個人段違い平行棒 6位
  個人ゆか 4位
 水鳥寿思（卒） 団体総合 銀
  個人総合 銅
  個人ゆか 5位
  個人つり輪 5位
  個人鉄棒 5位
 桑原俊（卒） 団体総合 銀
  個人平行棒 6位
  個人鉄棒 銀
体操（トランポリン） 外村哲也（卒） 個人 銅
バスケットボール（男子） 木下博之（卒）  4位

　　　  競技 　　　　　 氏名 　　　　　種目 　 結果
レスリング 松本篤史（卒） フリー84キロ級 1回戦
 長谷川恒平（卒） グレコローマン55キロ級 金
 齋川哲克（卒） グレコローマン84キロ級 1回戦
ウエイトリフティング 山田政晴（卒） 56キロ級 7位
ハンドボール（男子） 篠内克行（卒） 東長濱秀作（卒）  銅
ソフトテニス 篠原秀典（院１） シングルス 1回戦
  ダブルス 銅
  団体 銀
 小林幸司（卒） ダブルス 銅
  団体 銀
 髙川経生（卒） ダブルス 銅
  団体 銀
フェンシング 下大川綾華（４） エペ団体 金
 中野希望（卒） エペ個人 銀
  エペ団体 金
バドミントン 山田和司（卒） シングルス 2回戦
  団体 準々決勝
 平田典靖（卒） ダブルス 準々決勝
  団体 準々決勝
 橋本博且（卒） ダブルス 準々決勝
  混合ダブルス 2回戦
  団体 準々決勝
 遠藤大由（卒） ダブルス 2回戦
  団体 準々決勝
ラグビー（女子） 田中彩子（３）  5位
カヌー（スプリント） 阪本直也（４） カナディアンシングル200m 銅
  カナディアンペア1000m 4位
アーチェリー 齊藤彩香（２） 個人 17位
スカッシュ 松井千夏（卒） 個人 1回戦
セパタクロー 石野有美（４） 団体 1次リーグ
 河合梓（３） 団体 1次リーグ
 矢野千春（卒） ダブルス 銅
 渡邉由香（卒） 団体 1次リーグ
 亀岡愛香（卒） 団体 1次リーグ
 寺島武志（卒） 団体 銅
  ダブルス 銅
 山田昌寛（卒） 団体 銅
 林雅典（卒） 団体 銅

■第16回アジア大会（2010／広州）日体大関係者DATA

フェンシング エペ団体の金メダル
下大川  綾華（体育学科4年）

第
16
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で

次
代
を
担
う
エ
ー
ス
達
が
活
躍
！

2010年11月12日～27日、中国・広州を舞台に
第16回アジア競技大会が開催された。同大会
には、選手・役員合わせて、本学関係者85名が
参戦。日本勢のメダル獲得に貢献した。中で
も、下大川綾華（体育学科4年）が出場したフェ
ンシング エペ団体の金メダルは史上初となる
快挙。また、競泳初日には男子400ｍ個人メド
レーに出場した堀畑裕也（体育学科2年）が、
中国選手と激しいデッドヒートの末、金メダル
を獲得。 このほか競泳では、女子4×100ｍリ
レーの松本弥生（体育学科3年）が3分37秒90
の日本新記録を樹立し、銀メダルを獲得した。 
ベテラン勢に加え、現役学生たちも大いに健
闘してくれた今大会。2012年のロンドン五輪に
向けさらなる飛躍が期待される。

北
京
と
ロ
ン
ド
ン
の
架
け
橋
に

自然体で臨むことができた決勝戦。
期待に応えることができたのが嬉しい。
最初は不安がありましたが、オリンピックと同じような雰囲気の
中で先輩方の試合を応援するうちに、私もあの大ピスト（試合を
行う舞台）で試合をやってみたいと気分が高まってきました。選
手村に張り出されるメダル獲得者の掲示を見て「私もここに名
前を載せたい」という気持ちが強くなりました。試合前日は一緒
に戦う二人のベテランとともに深夜まで対戦相手のシミュレー
ションを行い、そのおかげで思ったほど緊張せずに自然体で試
合に臨めたと思います。決勝では、「自分のベストを尽くせばい
い」という周囲の言葉に背中を押されました。その励ましに金メ
ダルで応えることができ、本当に嬉しかったです。
日体大には高い目標に挑戦できる最良の環境があります。そこ
から「負けない」という気持ちが生まれ、世界でも通用する技術
を身につけることができたと思っています。

THE 16TH ASIAN GAMES

中野希望 池田めぐみ 下大川  綾華

写真提供：下大川  綾華

写真提供：下大川  綾華メダル獲得者の掲示の前で
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日体大1年生の栄養調査とその実態 ② （2009年度） バランスよく食べていますか？－各摂取項目の摂取状況と体調との関係
　本学では２００９年度から新入生を対象に『体育・スポーツ科学入門』
が開講されました。『体育・スポーツ科学入門』は、新一年生に体育・スポ
ーツの分野における様々なトピックに触れてもらうことを目的としてお
り、新入生導入プログラムの一つに位置付けられています。
　特にその中で“スポーツと栄養－食事で競技力をのばす－”というタイ
トルのもとで、競技活動における栄養摂取の重要性を導入する講義が
実施されました。本学学生にはトップアスリートのみならず、体育教員と
いった指導者やアスリートを支えるアスレティックトレーナーなどを志す
学生も多く、適切な栄養教育が行われることが重要です。その講義の導
入としてスポーツ局の管理栄養士にも協力を得て食意識調査を実施し
ました。前回から３回に渡りその結果からうかがい知れる日体大一年生
の食生活や食意識をご紹介します。今回はその二回目です。

１） 対 象
　体育・スポーツ科学入門第13講スポーツと栄養の授業に出席した新入生
1138名のうち、アンケートに回答した新入生の男女1104名（表1）について集
計しました。

①肉か魚か卵のどれかを毎食食べているか　
　男女ともにもっとも摂取頻度が低いのは非競技者でした（図２）。
また、肉・魚・卵の摂取頻度が高いほど、「風邪をよくひくか（図３）」、「ケ
ガをよくするか」、「排便がない日があるか」という設問に対し、『いいえ』と
いう回答が多く、「授業に集中できない」、「食欲がない」、「だるさや疲れや
すさ」を感じる頻度が高い傾向にありました。

③果物、海草、“きのこ”や“いも”を毎日食べているか　
　男女ともに、果物を毎日食べている学生は40％に満たず、競技レベルで比
較すると、非競技者では食べている頻度が低く、競技者の方がやや高い傾
向にありました（図６）。
　男女ともに、海藻、きのこやいもを毎日食べている学生は少なく、男子では
競技目標レベルが上がるほど摂取頻度が高い傾向にありましたが、女子では
競技レベルごとの差はみられませんでした。男女ともに非競技者では『食べ
ない』という回答が多く（図７）、摂取頻度が少ないほど、「日中眠たい」を感
じる頻度が高い傾向にありました（図８）。

④ 緑黄色野菜を食べるか　
　競技目標レベル、男女での差はなく、男女ともに非競技者において『めっ
たに食べない』という回答が多くみられました（図９）。また、緑黄色野菜の
摂取頻度が低いほど、「口内炎がよくできる」という質問に『はい』という回
答が多く（図１０）、「日中眠たいと感じる」、「だるさ、疲れやすさを感じ
る」、「授業に集中できない」と感じる頻度も高い傾向にありました。

②豆製品（豆腐や納豆）を毎日食べているか
　男女ともに、毎日食べている学生は50％に満たず、男子は競技目標レベル
が高いほど、毎日食べている学生が多かったが、女子では競技目標レベルで
の差はみられませんでした。男女ともに『食べない』と答えた学生がもっとも
多いのは非競技者でした（図４）。
　また、豆製品の摂取頻度が低いほど、「だるさや疲れやすさ」を感じる頻
度が高い傾向にありました（図５）。

２） 調査方法
　対象者に記入方法に関する説明を行った後、①将来目指している競技レ
ベル、②食事の競技力への影響、③適切な食事をしているか、④体型につい
て、⑤朝食摂取頻度、⑥食行動変容ステージ（野菜、果物、鉄を多く含む食
品、1日3食、バランス、多くの食品、好き嫌い、乳製品、お菓子、食べすぎ）、
⑦頻度調査（主食、肉・魚・卵、豆製品、果物、海草・きのこ・いも、ジュース、
お菓子、緑黄色野菜、淡色野菜、野菜ジュース、牛乳）、⑧水分補給、⑨サプ
リメント、⑩アンチ・ドーピング、⑪体重測定、⑫学食利用頻度、⑬体調（口内
炎、風邪、ケガ、排便、集中、食欲、疲れ、練習きつい、疲れ残る、日中眠た
い）についてマークシートを用いて自己記入式で調査を実施しました。
　将来の競技目標レベルを①プロ・オリンピックなどの国際大会レベル、②
全国大会レベル、③都道府県大会レベル、④競技をしているが目標がない、
⑤競技をしていない（運動部に所属していない）の中から選択してもらい、そ
れぞれ国際大会、全国大会、都道府県大会、目標なし、非競技者として競技
レベルごとに比較し検討しました

 １） 食品摂取状況
　食品群別の摂取状況について、食品ごとにみると、主食（ご飯、パン、麺類
など）、肉・魚・卵の摂取頻度は高く、毎日、毎食食べているという回答が70
～80％を占めました。豆製品や果物、海草やきのこ類については毎日食べる
ことが少なく、食べないという回答も多い項目であり、摂取状況は食品群間
で差がみられました（図１）。

2009年度『体育・スポーツ科学入門』「スポーツと栄養」講義担当者：
井川正治、木村直人、鈴川一宏、中里浩一、花原勉、山田保
2009年度『体育・スポーツ科学入門』世話人：伊藤雅充、荻浩三、清田寛
文責：運動生理学研究室　中里浩一、スポーツ局　安達瑞保

新入生導入プログラム    『体育・スポーツ科学入門』より

 体育学科　　    健康学科　　   武道学科　     社会体育学科     合計
 490 93 75 111 769
 173 88 33 41 335
 663 181 108 152 1104

男子
女子
合計

◆表1　アンケートに回答した新入生学科別男女内訳

◆図3　肉、魚、卵の摂取頻度と体調（風をよくひくか）

方 法

結果

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=116）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=50）

全国大会（n=284）

国際大会（n=187）

非競技者（n=48）

目標なし（n=59）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=135）

国際大会（n=75）

男子

女子

⑤ 牛乳を飲むか　
　男子の方が女子よりも飲んでいる頻度が多く、女子では非競技者の50％
以上が『めったに飲まない』と回答し、競技目標レベルが高くなるほど摂取
頻度が高い傾向にありました（図11）。また、牛乳の摂取頻度が低いほど、
「排便がない日がある」という設問において、『はい』、『ときどき』の回答が
多い傾向にありました（図12）。

◆図1　 摂取頻度　

◆図2　肉、魚、卵のどれかを毎食食べるか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図5　豆製品の摂取頻度（だるさや疲れやすさを感じるか）

◆図4　豆製品を毎日食べているか（競技目標レベル、性別での比較）　

◆図6　果物を毎日食べているか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図7　海藻やきのこやいもを毎日食べているか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図8　海藻、きのこ、いもの摂取頻度と体調（日中眠いと感じる）

◆図9　緑黄色野菜を１日にどれくらい食べるか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図10　緑黄色野菜の摂取と体調（口内炎）

◆図11　牛乳を飲んでいるか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図12　牛乳の摂取頻度と体調（排便）

896 87 62 28
27
28
27790 163 89

347233 198 180 133

281223 154 191 242

361141 193 202 200

292302 250 148 106

352197 263 181 101

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ご飯かパンかめん類を毎食食べる

肉か魚か卵のどれかを毎食食べる

豆製品（豆腐や納豆）を毎日食べる

果物を毎日食べますか

海藻やきのこやいもを毎日食べる

ジュース（果汁100%以外）を飲む

お菓子やアイスを食べる

毎日
4、5日/週
2、3日/週
1日/週
食べない

（n-1100)

975 22 5 5

241 4 2 1

16210 42 106

14145 21 4 3

442 10 21

1092 28
2
3

211 1 1

457 11 3

1226 5 2 3

1587 18
1
1

毎日食べる 4、5日/週 食べる 2、3日/週 食べる 1日/週 食べる 食べない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=116）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=49）

全国大会（n=281）

国際大会（n=187）

非競技者（n=48）

目標なし（n=59）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=134）

国際大会（n=75）

男子

女子

2919 25 1627

2315 23 2338

68 11 519

78 9 1014

159 13 319

33 3 24

2229 20 1647

914 13 1128

4265 45 3396

2362 35 1255

毎日食べる 4、5日/週 食べる 2、3日/週 食べる 1日/週 食べる 食べない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=117）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=49）

全国大会（n=279）

国際大会（n=186）

非競技者（n=48）

目標なし（n=59）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=135）

国際大会（n=75）

男子

女子

2016 13 3731

1726 16 3231

108 9 913

4762 36 7064

3446 28 3345

104 5 1712

1314 6 917

22 3 26

2321 25 2244

1521 13 1016

毎日食べる 4、5日/週 食べる 2、3日/週 食べる 1日/週 食べる 食べない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=119）

目標なし（n=121）

都道府県大会（n=50）

全国大会（n=284）

国際大会（n=187）

非競技者（n=48）

目標なし（n=59）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=134）

国際大会（n=75）

男子

女子

16８ 22 3043

229 18 3042

76 9 919

6237 51 5579

3239 27 2762

1918 30 1750

1210 13 1129

137 3 1015

136 17 815

51 2 25

毎日食べる 4、5日/週 食べる 2、3日/週 食べる 1日/週 食べる 食べない

毎日
(n=783)

4、5日/週
(n=161)

2、3日/週
(n=87)

1日/週
(n=27)

食べない
(n=26)

いいえ
ときどき
はい

0％

20％

40％

60％

80％

100％

540

193

105

48

55

193

14

10

11

13

50 8 8 3 2

風をよくひくか

毎日
(n=229)

4、5日/週
(n=196)

2、3日/週
(n=345)

1日/週
(n=179)

食べない
(n=132)

ない
たまに
ときどき
しばしば0％

20％

40％

60％

80％

100％
だるさや
疲れやすさを
感じるか

22

55

71

81

16

48

59

73

14

74

115

142

10

29

66

72

1

27

45

59

毎日
(n=229)

4、5日/週
(n=196)

2、3日/週
(n=345)

1日/週
(n=179)

食べない
(n=132)

ない
たまに
ときどき
しばしば

0％

20％

40％

60％

80％

100％
日中眠いと
感じる

22

55

71

81

16

48

59

73

14

74

115

142

10

29

66

72

1

27

45

59

毎日
(n=93)

4、5日/週
(n=232)

2、3日/週
(n=386)

1日/週
(n=249)

食べない
(n=111)

いいえ
ときどき
はい

0％

20％

40％

60％

80％

100％
口内炎が
できる

59

26
8

143

69
20

226

135
25

152

76
21

54

42

15

毎日
(n=93)

4、5日/週
(n=232)

2、3日/週
(n=386)

1日/週
(n=249)

食べない
(n=111)

いいえ
ときどき
はい

0％

20％

40％

60％

80％

100％
排便がない
日がある

59

26
8

143

69
20

226

135
25

152

76
21

54

42

15

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=118）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=50）

全国大会（n=282）

国際大会（n=185）

非競技者（n=48）

目標なし（n=58）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=134）

国際大会（n=74）

男子

女子

919 22 3929

2024 22 2828

107 6 1413

1655 49 7686

1655 43 2744

73 4 277

86 8 2610

32 1 54

1317 22 5032

89 11 2620

3～4回/日 2回/日 1回/日 コップ半分/日 飲まない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=118）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=50）

全国大会（n=282）

国際大会（n=188）

非競技者（n=47）

目標なし（n=58）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=134）

国際大会（n=75）

男子

女子

3010 24 2331

2811 25 1543

136 7 222

5716 62 33111

3421 44 1673

165 5 615

172 12 423

3510 36 746

208 21 422

3 3 27

3～4回/日 2回/日 1回/日 片手半分/日 食べない

食品ごとの摂取頻度に差があり、ご飯やパン、肉・魚・卵類については摂取頻度が高かったのに対し、豆製品や果物、海草類、野菜、乳製品の摂取頻
度は少ないという結果が得られました。これらは、自炊など食環境などの影響を受けていることが考えられます。競技レベル別では、肉・魚・卵，豆製

品，果物，海草・きのこ・いも，野菜，牛乳といった多くの食品で競技者の方が摂取頻度が高い傾向を示しました。これは本シリーズ①において競技者の食意識が
高いことが観察されており、競技者の食意識の高さが食行動にも現われていると思われます。データは割愛しましたが本学学生はお菓子やジュースの摂取頻
度は高く、そういった学生は体の変調を訴える例が多い傾向がみられ、健康の維持増進、競技力向上のために改善に取り組むためには、「なぜ、栄養バランスの
良い食事が必要であるか」を十分に理解してもらえる食教育を計画し実施することが重要であると考えられます。
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日体大1年生の栄養調査とその実態 ② （2009年度） バランスよく食べていますか？－各摂取項目の摂取状況と体調との関係
　本学では２００９年度から新入生を対象に『体育・スポーツ科学入門』
が開講されました。『体育・スポーツ科学入門』は、新一年生に体育・スポ
ーツの分野における様々なトピックに触れてもらうことを目的としてお
り、新入生導入プログラムの一つに位置付けられています。
　特にその中で“スポーツと栄養－食事で競技力をのばす－”というタイ
トルのもとで、競技活動における栄養摂取の重要性を導入する講義が
実施されました。本学学生にはトップアスリートのみならず、体育教員と
いった指導者やアスリートを支えるアスレティックトレーナーなどを志す
学生も多く、適切な栄養教育が行われることが重要です。その講義の導
入としてスポーツ局の管理栄養士にも協力を得て食意識調査を実施し
ました。前回から３回に渡りその結果からうかがい知れる日体大一年生
の食生活や食意識をご紹介します。今回はその二回目です。

１） 対 象
　体育・スポーツ科学入門第13講スポーツと栄養の授業に出席した新入生
1138名のうち、アンケートに回答した新入生の男女1104名（表1）について集
計しました。

①肉か魚か卵のどれかを毎食食べているか　
　男女ともにもっとも摂取頻度が低いのは非競技者でした（図２）。
また、肉・魚・卵の摂取頻度が高いほど、「風邪をよくひくか（図３）」、「ケ
ガをよくするか」、「排便がない日があるか」という設問に対し、『いいえ』と
いう回答が多く、「授業に集中できない」、「食欲がない」、「だるさや疲れや
すさ」を感じる頻度が高い傾向にありました。

③果物、海草、“きのこ”や“いも”を毎日食べているか　
　男女ともに、果物を毎日食べている学生は40％に満たず、競技レベルで比
較すると、非競技者では食べている頻度が低く、競技者の方がやや高い傾
向にありました（図６）。
　男女ともに、海藻、きのこやいもを毎日食べている学生は少なく、男子では
競技目標レベルが上がるほど摂取頻度が高い傾向にありましたが、女子では
競技レベルごとの差はみられませんでした。男女ともに非競技者では『食べ
ない』という回答が多く（図７）、摂取頻度が少ないほど、「日中眠たい」を感
じる頻度が高い傾向にありました（図８）。

④ 緑黄色野菜を食べるか　
　競技目標レベル、男女での差はなく、男女ともに非競技者において『めっ
たに食べない』という回答が多くみられました（図９）。また、緑黄色野菜の
摂取頻度が低いほど、「口内炎がよくできる」という質問に『はい』という回
答が多く（図１０）、「日中眠たいと感じる」、「だるさ、疲れやすさを感じ
る」、「授業に集中できない」と感じる頻度も高い傾向にありました。

②豆製品（豆腐や納豆）を毎日食べているか
　男女ともに、毎日食べている学生は50％に満たず、男子は競技目標レベル
が高いほど、毎日食べている学生が多かったが、女子では競技目標レベルで
の差はみられませんでした。男女ともに『食べない』と答えた学生がもっとも
多いのは非競技者でした（図４）。
　また、豆製品の摂取頻度が低いほど、「だるさや疲れやすさ」を感じる頻
度が高い傾向にありました（図５）。

２） 調査方法
　対象者に記入方法に関する説明を行った後、①将来目指している競技レ
ベル、②食事の競技力への影響、③適切な食事をしているか、④体型につい
て、⑤朝食摂取頻度、⑥食行動変容ステージ（野菜、果物、鉄を多く含む食
品、1日3食、バランス、多くの食品、好き嫌い、乳製品、お菓子、食べすぎ）、
⑦頻度調査（主食、肉・魚・卵、豆製品、果物、海草・きのこ・いも、ジュース、
お菓子、緑黄色野菜、淡色野菜、野菜ジュース、牛乳）、⑧水分補給、⑨サプ
リメント、⑩アンチ・ドーピング、⑪体重測定、⑫学食利用頻度、⑬体調（口内
炎、風邪、ケガ、排便、集中、食欲、疲れ、練習きつい、疲れ残る、日中眠た
い）についてマークシートを用いて自己記入式で調査を実施しました。
　将来の競技目標レベルを①プロ・オリンピックなどの国際大会レベル、②
全国大会レベル、③都道府県大会レベル、④競技をしているが目標がない、
⑤競技をしていない（運動部に所属していない）の中から選択してもらい、そ
れぞれ国際大会、全国大会、都道府県大会、目標なし、非競技者として競技
レベルごとに比較し検討しました

 １） 食品摂取状況
　食品群別の摂取状況について、食品ごとにみると、主食（ご飯、パン、麺類
など）、肉・魚・卵の摂取頻度は高く、毎日、毎食食べているという回答が70
～80％を占めました。豆製品や果物、海草やきのこ類については毎日食べる
ことが少なく、食べないという回答も多い項目であり、摂取状況は食品群間
で差がみられました（図１）。

2009年度『体育・スポーツ科学入門』「スポーツと栄養」講義担当者：
井川正治、木村直人、鈴川一宏、中里浩一、花原勉、山田保
2009年度『体育・スポーツ科学入門』世話人：伊藤雅充、荻浩三、清田寛
文責：運動生理学研究室　中里浩一、スポーツ局　安達瑞保

新入生導入プログラム    『体育・スポーツ科学入門』より

 体育学科　　    健康学科　　   武道学科　     社会体育学科     合計
 490 93 75 111 769
 173 88 33 41 335
 663 181 108 152 1104

男子
女子
合計

◆表1　アンケートに回答した新入生学科別男女内訳

◆図3　肉、魚、卵の摂取頻度と体調（風をよくひくか）
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⑤ 牛乳を飲むか　
　男子の方が女子よりも飲んでいる頻度が多く、女子では非競技者の50％
以上が『めったに飲まない』と回答し、競技目標レベルが高くなるほど摂取
頻度が高い傾向にありました（図11）。また、牛乳の摂取頻度が低いほど、
「排便がない日がある」という設問において、『はい』、『ときどき』の回答が
多い傾向にありました（図12）。

◆図1　 摂取頻度　

◆図2　肉、魚、卵のどれかを毎食食べるか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図5　豆製品の摂取頻度（だるさや疲れやすさを感じるか）

◆図4　豆製品を毎日食べているか（競技目標レベル、性別での比較）　

◆図6　果物を毎日食べているか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図7　海藻やきのこやいもを毎日食べているか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図8　海藻、きのこ、いもの摂取頻度と体調（日中眠いと感じる）

◆図9　緑黄色野菜を１日にどれくらい食べるか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図10　緑黄色野菜の摂取と体調（口内炎）

◆図11　牛乳を飲んでいるか（競技目標レベル、性別での比較） 　

◆図12　牛乳の摂取頻度と体調（排便）
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毎日
(n=783)

4、5日/週
(n=161)
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風をよくひくか
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毎日
(n=229)

4、5日/週
(n=196)

2、3日/週
(n=345)
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(n=179)
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(n=132)
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毎日
(n=93)

4、5日/週
(n=232)

2、3日/週
(n=386)

1日/週
(n=249)
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(n=111)

いいえ
ときどき
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100％
口内炎が
できる
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毎日
(n=93)

4、5日/週
(n=232)

2、3日/週
(n=386)

1日/週
(n=249)

食べない
(n=111)

いいえ
ときどき
はい
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20％

40％

60％
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100％
排便がない
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59
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8
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69
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226
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42

15

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=118）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=50）

全国大会（n=282）

国際大会（n=185）

非競技者（n=48）

目標なし（n=58）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=134）

国際大会（n=74）

男子

女子

919 22 3929

2024 22 2828

107 6 1413

1655 49 7686

1655 43 2744

73 4 277

86 8 2610

32 1 54

1317 22 5032

89 11 2620

3～4回/日 2回/日 1回/日 コップ半分/日 飲まない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非競技者（n=118）

目標なし（n=122）

都道府県大会（n=50）

全国大会（n=282）

国際大会（n=188）

非競技者（n=47）

目標なし（n=58）

都道府県大会（n=15）

全国大会（n=134）

国際大会（n=75）

男子

女子

3010 24 2331

2811 25 1543

136 7 222

5716 62 33111

3421 44 1673

165 5 615

172 12 423

3510 36 746

208 21 422

3 3 27

3～4回/日 2回/日 1回/日 片手半分/日 食べない

食品ごとの摂取頻度に差があり、ご飯やパン、肉・魚・卵類については摂取頻度が高かったのに対し、豆製品や果物、海草類、野菜、乳製品の摂取頻
度は少ないという結果が得られました。これらは、自炊など食環境などの影響を受けていることが考えられます。競技レベル別では、肉・魚・卵，豆製

品，果物，海草・きのこ・いも，野菜，牛乳といった多くの食品で競技者の方が摂取頻度が高い傾向を示しました。これは本シリーズ①において競技者の食意識が
高いことが観察されており、競技者の食意識の高さが食行動にも現われていると思われます。データは割愛しましたが本学学生はお菓子やジュースの摂取頻
度は高く、そういった学生は体の変調を訴える例が多い傾向がみられ、健康の維持増進、競技力向上のために改善に取り組むためには、「なぜ、栄養バランスの
良い食事が必要であるか」を十分に理解してもらえる食教育を計画し実施することが重要であると考えられます。
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性別

■クラブ名

種目 順位 氏名大会名

平成22年度［下半期クラブの主な大会成績］
■卓球
女子 平成２２年度関東学生卓球選手権大会 シングルス 優勝 李セイ（４年）
■柔道
男子 第２９回東京学生柔道体重別選手権大会 男子６０㎏　 ３位 木戸慎二（２年）
   男子６６㎏　 ２位 高上智史（１年）
  第２９回全日本学生柔道体重別選手権大会 男子６０㎏　 ２位 山本浩史（３年）
   男子６０㎏　 ３位 木戸慎二（２年）
   男子８１㎏　 ３位 小林雅司（３年）
   男子９０㎏　 ３位 下和田翔平（２年）
   男子１００㎏　 ３位 延城啓和（４年）
女子 第２６回東京学生柔道体重別選手権大会 女子４８㎏ 優勝 笠原歩美（３年）
   女子４８㎏　 ２位 林佑美子（４年）
   女子６３㎏　 ３位 藤田ひろみ（１年）
  第２６回全日本学生柔道体重別選手権大会 女子４８㎏　 ３位 笠原歩美（３年）
■剣道
男子 第５７回全日本学生剣道東西対抗試合 団体戦 優秀選手賞 柳谷潤（４年）
  第５１回世田谷六大学学生剣道大会 団体 ２位 
  第５８回全日本学生剣道優勝大会 団体　 ２位 
女子 第４回全日本女子学生剣道東西対抗試合 団体 優秀選手賞 西野絢（３年）
  第５１回世田谷六大学学生剣道大会 団体 ２位 
  第１１回関東女子学生剣道新人戦大会 団体　 ３位 
■フェンシング
男子 第１７回東京都ジュニア男子サーブル個人選手権大会 ジュニアサーブル 優勝 中村亮介（２年）
   エペ団体 優勝 
  第５０回全日本大学対抗選手権大会、第６０回全日本個人選手権大会 エペ団体　 ３位 
女子 第１１回東京都ジュニア女子サーブル個人選手権大会 ジュニア女子サーブル　 ２位 上野恵梨子（２年）
  第２２回東京都シニア女子エペ個人選手権大会 シニア女子エペ　 優勝 下大川綾華（４年）
■スケート（ホッケー）
男子 平成２２年度関東大学アイスホッケーリーグ戦 ディビジョンⅠグループＢ ２位 
  平成２２年度関東大学アイスホッケーリーグ戦　入替戦 ディビジョンⅠグループＡ 昇格 
■スケート（スピード）
男子 ジャパンカップスピードスケート競技会第２戦 １５００ｍ　 ３位 渡部知也（１年）
   ５０００ｍ　 ３位 渡部知也（１年）
  ジャパンカップスピードスケート競技会第３戦 ３０００ｍ 優勝 石原大暉（１年）
  第３０回全日本学生スピードスケート選手権大会 ５００ｍ 優勝 渡部知也（１年）
   １５００ｍ 優勝 渡部知也（１年）
   ５０００ｍ 優勝 渡部知也（１年）
   ５０００ｍ　 ３位 千葉瞭太郎（２年）
   １００００ｍ　 ２位 千葉瞭太郎（２年）
   総合成績 優勝 渡部知也（１年）
女子 ジャパンカップスピードスケート競技会第１戦 ３０００ｍ　 ３位 藤村あゆみ（３年）
  ジャパンカップスピードスケート競技会第３戦 １５００ｍ　 ２位 藤村あゆみ（３年）
   ３０００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
  第３０回全日本学生スピードスケート選手権大会 ５００ｍ　 ３位 藤村あゆみ（３年）
   １５００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
   ３０００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
   ３０００ｍ　 ３位 阿部真衣（１年）
   ５０００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
   ５０００ｍ　 ２位 阿部真衣（１年）
   総合成績 優勝 藤村あゆみ（３年）
   総合成績　 ３位 阿部真衣（１年）
■ウエイトリフティング
男子 第３４回東日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会 ５６㎏級　 ２位 神原佑太（４年）
   ＋１０５㎏級 優勝 坂本拓也（２年）
  第５５回全日本学生ウエイトリフティング新人選手権大会 ５６㎏級　 ２位 武田和樹（２年）
女子 第３４回東日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会 ５８㎏級　 ３位 根岸茜（２年）
   ６３㎏級　 ３位 片山絢野（２年）
   ６９㎏級 優勝 大城裕里江（３年）
   ７５㎏級　 ２位 柳川夏子（１年）
  第５５回全日本学生ウエイトリフティング新人選手権大会 ５８㎏級　 ２位 根岸茜（２年）
   ７５㎏級 優勝 柳川夏子（１年）
■アーチェリー
男子 第8回世界学生アーチェリー選手権大会 団体 優勝 坂野 太一 (3年)
女子  団体 ３位 早川 漣 （4年） 
男子 第４９回全日本学生アーチェリー個人選手権大会  優勝 佐藤博乙（１年）
男子 第52回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会  優勝 坂野 太一 (3年)
    ２位 佐藤博乙（１年）
女子   優勝 早川 漣 （4年） 
■トランポリン
男子 第４５回全日本学生トランポリン競技選手権大会 Ａクラス　シンクロ　 ３位 吉村祐太（３年）、田崎勝史（１年）
   Ａクラス　団体　 ２位 
   大学対抗戦　 ２位 
  第４７回全日本トランポリン競技選手権大会 団体 優勝 高橋和馬（４年）、吉村祐太（３年）、
     田崎勝史（１年）
   シンクロナイズド競技 ２位 高橋和馬（４年）、田崎勝史（１年）
女子 第４５回全日本学生トランポリン競技選手権大会 Ｂクラス　個人 ３位 渡邉かおり（３年）
   Ｂクラス　シンクロ 優勝 渡邉かおり（３年）
  第３４回東日本トランポリン競技選手権大会 Ａクラス　シンクロ 優勝 山下なつみ（４年）
   Ｂクラス　シンクロ　 ３位 渡邉かおり（３年）
■カヌー
男女 第４６回全日本学生カヌー選手権大会 カナディアン部門　 ２位 
    最優秀選手（男子カナディアン） 阪本直也（４年）
   Ｃ−１　１０００ｍ 優勝 阪本直也（４年）
   Ｃ−２　１０００ｍ　 ２位 阪本直也（４年）、岡崎広太郎（２年）
   ＪＣ−１ 優勝 加藤俊成（１年）
   Ｃ−１　１００００ｍ　 ３位 阪本直也（４年）
   ＷＫ−１　５０００ｍ　 ３位 戸田あかり（３年）
   Ｃ−４　１０００ｍ 優勝 阪本直也（４年）、岡崎広太郎（２年）、
     國嶋諭（４年）、根本孝幸（４年）
男子 平成２２年度日本カヌースプリント選手権大会 ２００ｍＣ−１ 優勝 阪本直也（４年）
   ５００ｍＫ−４ ３位 飯塚貴章（３年）、平山剛志（３年）、
     佐藤匠（２年）、内田享佑（１年）
   ５００ｍＣ−１ 優勝 阪本直也（４年）
   ５００ｍＣ−２ ３位 阪本直也（４年）
   １０００ｍＣ−１ ２位 阪本直也（４年）
   １０００ｍＣ−２ ２位 阪本直也（４年）
■軟式野球
男子 第３３回全日本大学軟式野球選手権大会  優勝 
女子 第２４回全日本大学軟式野球選手権大会  優勝 
    最高殊勲選手 橋本ひかり（３年）
    優秀選手 前田慶子（４年）、安西陽子（３年）
■ライフセービング
男子 第２５回全日本学生ライフセービング選手権大会 団体総合 優勝 
   個人　ビーチフラッグス　 ２位 竹田敦（４年）
   個人　ビーチスプリント 優勝 森谷絢太（４年）
   チーム　ボードリレー　 ３位 
   チーム　オーシャンマンリレー　 ２位 
   チーム　レスキューチューブレスキュー 優勝 
   チーム　ビーチリレー 優勝 
   チーム　１ｋｍ×３ビーチランリレー 優勝 
女子 第２５回全日本学生ライフセービング選手権大会 団体総合 優勝 
   個人　サーフレース　 ３位 栗真千里（２年）
   個人　ビーチスプリント 優勝 細野有希（４年）
   チーム　オーシャンウーマンリレー 優勝 
   チーム　レスキューチューブレスキュー 優勝 
   チーム　ビーチリレー　 ３位 
   チーム　１ｋｍ×３ビーチランリレー 優勝 
■自転車競技
女子 第５１回全日本学生選手権自転車競技大会 ５００ｍタイムトライアル　 ２位 田中まい（３年）
   インディヴィデュアル・パーシュート　 ２位 田中まい（３年）
   スプリント　 ３位 古河麻美（２年）
　  文部科学大臣杯第６６回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 １６ｋｍポイントレース　 ３位 田中まい（３年）
   ５００ｍタイムトアリアル　 ２位 小島蓉子（１年）
   チームスプリント　 ２位 田中まい（３年）、古河麻美（２年）
   ３ｋｍインディヴィデュアル・パーシュート ３位 田中まい（３年）
   ロードレース　 ３位 田中まい（３年）
   トラック競技・ロード競技総合対抗得点　 ２位 
■トライアスロン
男子 日本学生トライアスロン選手権 個人　 ３位 若杉恵夢（３年）
■ラクロス
男子 第２３回関東学生ラクロスリーグ戦　 １部Ａブロック　 ３位 
女子 第２３回関東学生ラクロスリーグ戦　 １部Ｂブロック　 優勝
  第２回全日本ラクロス大学選手権大会  優勝

■駅伝  
男子 第２２回出雲全日本選抜駅伝競走  ２位 
    区間賞（２区） 福士優太朗（２年）
■体操競技
男子 体操ＪＡＰＡＮ ＣＵＰ ２０１０ 団体総合 優勝 内村航平（４年）、山室光史（４年）
   個人総合 優勝 内村航平（４年）
   個人総合 ２位 山室光史（４年）
  第６４回全日本学生体操競技選手権大会 団体 優勝 
   個人総合 優勝 内村航平（４年）
   個人総合 ２位 山室光史（４年）
  第４２回世界体操競技選手権大会 団体総合 ２位 内村航平（４年）、山室光史（４年）
   個人総合 優勝 内村航平（４年）
   種目別　ゆか ２位 内村航平（４年）
   種目別　平行棒 ３位 内村航平（４年）
  第６４回全日本体操競技団体・種目別選手権大会 団体総合 優勝 内村航平（４年）、稲寺拓也（４年）、山室光史（４年）、
     出口諒財（３年）、瀬島龍三（１年）、佐藤巧（３年）
   種目別　ゆか 優勝 内村航平（４年）
  豊田国際体操競技大会 種目別　ゆか 優勝 内村航平（４年）
   種目別　つり輪 ２位 山室光史（４年）
   種目別　跳馬 ３位 山室光史（４年）
女子 体操ＪＡＰＡＮ ＣＵＰ ２０１０ 団体総合 ２位 田中理恵（院前１）
  第６４回全日本学生体操競技選手権大会 団体 優勝 
   個人総合 優勝 竹内世梨奈（３年）
   ２部個人総合 ２位 田村侑加（３年）
   ２部個人総合 ３位 上谷千穂（３年）
  第４２回世界体操競技選手権大会 団体総合 ５位 田中理恵（院前１）
    エレガンス賞 田中理恵（院前１）
  第６４回全日本体操競技団体・種目別選手権大会 団体総合 優勝 竹屋佳奈（４年）、上谷千穂（３年）、竹内世梨奈（３年）、
     田村侑加（３年）、内村春日（２年）、池尻麻希（１年）
   種目別　跳馬 優勝 田中理恵（院前１）
   種目別　平均台 優勝 田中理恵（院前１）
  豊田国際体操競技大会 種目別　跳馬 ２位 田中理恵（院前１）
■レスリング  
男子 全日本大学グレコローマン選手権 ６０㎏ ２位 園部竜也（４年）
   ７４㎏ ２位 渡部友章（４年）
   ９６㎏ ３位 小山千博（４年）
   学校対抗得点 ３位 
  ２０１０年内閣総理大臣杯全日本大学選手権 ５５㎏ ３位 奥田賢市朗（４年）
   ６０㎏ ２位 井上貴尋（２年）
   ６６㎏ ２位 小石原拓馬（２年）
   ７４㎏ ３位 山名隆貴（４年）
   1２０㎏ ３位 時信光一（４年）
  東日本学生秋季新人戦 フリースタイル５５㎏ 優勝 森下史崇（１年）
   フリースタイル５５㎏ ２位 木村洋貴（１年）
   フリースタイル６０㎏ 優勝 五十嵐琢磨（２年）
   フリースタイル６６㎏ 優勝 小石原拓馬（２年）
   フリースタイル６６㎏ ３位 石井将太（１年）
   フリースタイル８４㎏ ３位 佐々木健吾（２年）
   グレコローマンスタイル　５５㎏ 優勝 田野倉翔太（２年）
   グレコローマンスタイル　５５㎏ ２位 中野智章（２年）
   グレコローマンスタイル　５５㎏ ３位 森下史崇（１年）
   グレコローマンスタイル　６０㎏ ３位 齊藤潤（１年）
   グレコローマンスタイル　６６㎏ ２位 小石原拓馬（２年）
   グレコローマンスタイル　７４㎏ 優勝 中村隆春（１年）
   グレコローマンスタイル　７４㎏ ２位 音泉秀幸（２年）
■バドミントン
男子 第６１回全日本学生バドミントン選手権大会 シングルス ２位 和田周（２年）
   ダブルス ２位 星野翔平（１年）、小林晃（１年）
■ダブルダッチ
  ダブルダッチ・ホリデークラシック（国際大会）  優勝 福田達也（４年）、福本泰裕（４年）、砂川優樹（４年）
     内田陽香（４年）、北村文栄（４年）
■ハンドボール
男子 関東学生ハンドボール連盟２０１０秋季リーグ戦  ２位 
    優秀選手賞 信太弘樹（３年）、会田亮祐（２年）
    優秀新人賞 木村昌丈（２年）
  高松宮記念杯第５３回全日本学生ハンドボール選手権大会  ２位 
    優秀選手賞 小室大地（４年）、信太弘樹（３年）
    特別賞 木村昌丈（２年）
女子 関東学生ハンドボール連盟２０１０秋季リーグ戦 女子１部　 ２位 
    優秀選手賞 漆畑美沙（４年）、高橋佑奈（３年）
    優秀新人賞 山根エレナ（２年）
  第４６回全日本学生ハンドボール選手権大会  優秀選手賞 鎌倉絵美子（３年）
■水泳（競泳）
男子 第８６回 日本学生選手権水泳競技大会競泳競技 ２００ｍ個人メドレー 優勝 堀畑裕也（２年）
   ４００ｍ個人メドレー 優勝 堀畑裕也（２年）
   ２００ｍ個人メドレー ２位 藤森太将（１年）
   ４００ｍ個人メドレー ２位 藤森太将（１年）
   ８００ｍリレー　 ３位 野地洋平（４年）、堀畑裕也（２年）、
     田中直規（２年）、古川翔（４年）
女子  総合　 ２位 
   ２００ｍバタフライ　 ３位 正田千登勢（２年）
   ４００ｍリレー　 ２位 家崎なつ子（４年）、津下尚子（２年）、
     小口綾乃（１年）、松本弥生（３年）
   ８００ｍリレー 優勝 小口綾乃（１年）、家崎なつ子（４年）、
     松本弥生（３年）、正田千登勢（２年）
   ４００ｍメドレーリレー　 ２位 島添紗妃（2年）、上野早紀（１年）、
     正田千登勢（２年）、松本弥生（３年）
   ５０ｍ自由形 優勝 松本弥生（３年）
   １００ｍ自由形 優勝 松本弥生（３年）
   ２００ｍ背泳ぎ ２位 島添紗妃（２年）
   ２００ｍ個人メドレー 優勝 中岡洋子（２年）
   ８００ｍ自由形 優勝 小口綾乃（１年）
■水泳（水球）
男子 ２０１０年度関東学生水球リーグ戦 １部　 優勝 
    得点王 竹井昂司（２年）
  第８６回日本学生選手権水泳競技大会（水球競技）  優勝 
  第８６回日本選手権水泳競技大会水球競技  優勝 
女子 第２７回全国女子水球競技大会 　 ２位 

■水泳（飛び込み）
男子 第８６回日本選手権水泳競技大会飛込競技兼国際大会代表選手選考会 １ｍ飛板飛込　 ３位 島田貴明（３年）
   シンクロ男子３ｍ 優勝 島田貴明（３年）、安永元樹（２年）
   シンクロ男子高飛込 優勝 荒木駿図（３年）、山田晋吾（２年）
女子  １ｍ飛板飛込　 ３位 吉田佳世（１年）
   シンクロ３ｍ　 ２位 吉田佳世（１年）、畑岡映美（１年）
女子 第８６回日本学生選手権水泳競技大会（飛込競技） 高飛込　 ２位 吉田佳世（１年）
   ３ｍ飛板飛込 優勝 吉田佳世（１年）
   学校別得点 優勝 
男子  学校別得点 ２位 
■相撲
男子 第３７回東日本学生相撲個人体重別選手権大会 ８５キロ未満級 ２位 星野道太郎（３年）
   １００キロ未満級 ３位 山下成樹（３年）
   １１５キロ未満級 ３位 川﨑史博（４年）、安田千斗（２年）
   １３５キロ未満級 ２位 松永昭久（４年）
   １３５キロ未満級 ３位 新里昌也（４年）
   １３５キロ以上級 ３位 一ノ瀬康平（１年）
   無差別級 優勝 明月院秀政（４年）
  第４５回全日本大学選抜相撲十和田大会 団体戦 ２位 
  第５９回東日本学生相撲リーグ戦 団体戦 ２位 
  第１７回世界相撲選手権大会 中量級 優勝 伊東良（院前２）
   重量級 ３位 明月院秀政（４年）
  第８８回全国学生相撲選手権 個人戦 優勝 明月院秀政（４年）
   個人戦 ３位 田中達也（４年）
  第８８回全国学生相撲選手権 団体戦 ３位 
  第５９回全国大学選抜相撲高知大会 団体戦 ２位 
   個人戦 ２位 松永昭久（４年）
   個人戦 ３位 明月院秀政（４年）
■サッカー
女子 プレナスなでしこチャレンジリーグ チャレンジリーグＥＡＳＴ ３位 
■陸上競技
男子 第７回トワイライト・ゲームス ８００ｍ　 ３位 月野雄一（３年）
女子  ８００ｍ　 ２位 吉澤彩夏（３年）
　  第７９回日本学生陸上競技対校選手権大会 ８００ｍ　 ３位 吉澤彩夏（３年）
■バレーボール
女子 秋季関東大学バレーボールリーグ戦  ３位 
  第５７回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 ３位 
■ソフトボール
女子 第２５回東日本大学ソフトボール選手権大会  優勝 
■ソフトテニス
男子 全日本大学ソフトテニス王座決定戦 団体戦 優勝 
  東日本大学対抗ソフトテニス競技大会 団体戦 優勝 

世界体操選手権の学長結果報告
左から田中理恵、阿部副学長、山室光史、
藤野事務局長、内村航平、谷釜学長

世界チャンピオンとなった、ダブルダッチサークル

第８８代学生横綱　明月院秀政

日本学生選手権大会で２００m・４００mメドレーで
優勝した堀畑裕也
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性別

■クラブ名

種目 順位 氏名大会名

■卓球
女子 平成２２年度関東学生卓球選手権大会 シングルス 優勝 李セイ（４年）
■柔道
男子 第２９回東京学生柔道体重別選手権大会 男子６０㎏　 ３位 木戸慎二（２年）
   男子６６㎏　 ２位 高上智史（１年）
  第２９回全日本学生柔道体重別選手権大会 男子６０㎏　 ２位 山本浩史（３年）
   男子６０㎏　 ３位 木戸慎二（２年）
   男子８１㎏　 ３位 小林雅司（３年）
   男子９０㎏　 ３位 下和田翔平（２年）
   男子１００㎏　 ３位 延城啓和（４年）
女子 第２６回東京学生柔道体重別選手権大会 女子４８㎏ 優勝 笠原歩美（３年）
   女子４８㎏　 ２位 林佑美子（４年）
   女子６３㎏　 ３位 藤田ひろみ（１年）
  第２６回全日本学生柔道体重別選手権大会 女子４８㎏　 ３位 笠原歩美（３年）
■剣道
男子 第５７回全日本学生剣道東西対抗試合 団体戦 優秀選手賞 柳谷潤（４年）
  第５１回世田谷六大学学生剣道大会 団体 ２位 
  第５８回全日本学生剣道優勝大会 団体　 ２位 
女子 第４回全日本女子学生剣道東西対抗試合 団体 優秀選手賞 西野絢（３年）
  第５１回世田谷六大学学生剣道大会 団体 ２位 
  第１１回関東女子学生剣道新人戦大会 団体　 ３位 
■フェンシング
男子 第１７回東京都ジュニア男子サーブル個人選手権大会 ジュニアサーブル 優勝 中村亮介（２年）
   エペ団体 優勝 
  第５０回全日本大学対抗選手権大会、第６０回全日本個人選手権大会 エペ団体　 ３位 
女子 第１１回東京都ジュニア女子サーブル個人選手権大会 ジュニア女子サーブル　 ２位 上野恵梨子（２年）
  第２２回東京都シニア女子エペ個人選手権大会 シニア女子エペ　 優勝 下大川綾華（４年）
■スケート（ホッケー）
男子 平成２２年度関東大学アイスホッケーリーグ戦 ディビジョンⅠグループＢ ２位 
  平成２２年度関東大学アイスホッケーリーグ戦　入替戦 ディビジョンⅠグループＡ 昇格 
■スケート（スピード）
男子 ジャパンカップスピードスケート競技会第２戦 １５００ｍ　 ３位 渡部知也（１年）
   ５０００ｍ　 ３位 渡部知也（１年）
  ジャパンカップスピードスケート競技会第３戦 ３０００ｍ 優勝 石原大暉（１年）
  第３０回全日本学生スピードスケート選手権大会 ５００ｍ 優勝 渡部知也（１年）
   １５００ｍ 優勝 渡部知也（１年）
   ５０００ｍ 優勝 渡部知也（１年）
   ５０００ｍ　 ３位 千葉瞭太郎（２年）
   １００００ｍ　 ２位 千葉瞭太郎（２年）
   総合成績 優勝 渡部知也（１年）
女子 ジャパンカップスピードスケート競技会第１戦 ３０００ｍ　 ３位 藤村あゆみ（３年）
  ジャパンカップスピードスケート競技会第３戦 １５００ｍ　 ２位 藤村あゆみ（３年）
   ３０００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
  第３０回全日本学生スピードスケート選手権大会 ５００ｍ　 ３位 藤村あゆみ（３年）
   １５００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
   ３０００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
   ３０００ｍ　 ３位 阿部真衣（１年）
   ５０００ｍ 優勝 藤村あゆみ（３年）
   ５０００ｍ　 ２位 阿部真衣（１年）
   総合成績 優勝 藤村あゆみ（３年）
   総合成績　 ３位 阿部真衣（１年）
■ウエイトリフティング
男子 第３４回東日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会 ５６㎏級　 ２位 神原佑太（４年）
   ＋１０５㎏級 優勝 坂本拓也（２年）
  第５５回全日本学生ウエイトリフティング新人選手権大会 ５６㎏級　 ２位 武田和樹（２年）
女子 第３４回東日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会 ５８㎏級　 ３位 根岸茜（２年）
   ６３㎏級　 ３位 片山絢野（２年）
   ６９㎏級 優勝 大城裕里江（３年）
   ７５㎏級　 ２位 柳川夏子（１年）
  第５５回全日本学生ウエイトリフティング新人選手権大会 ５８㎏級　 ２位 根岸茜（２年）
   ７５㎏級 優勝 柳川夏子（１年）
■アーチェリー
男子 第8回世界学生アーチェリー選手権大会 団体 優勝 坂野 太一 (3年)
女子  団体 ３位 早川 漣 （4年） 
男子 第４９回全日本学生アーチェリー個人選手権大会  優勝 佐藤博乙（１年）
男子 第52回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会  優勝 坂野 太一 (3年)
    ２位 佐藤博乙（１年）
女子   優勝 早川 漣 （4年） 
■トランポリン
男子 第４５回全日本学生トランポリン競技選手権大会 Ａクラス　シンクロ　 ３位 吉村祐太（３年）、田崎勝史（１年）
   Ａクラス　団体　 ２位 
   大学対抗戦　 ２位 
  第４７回全日本トランポリン競技選手権大会 団体 優勝 高橋和馬（４年）、吉村祐太（３年）、
     田崎勝史（１年）
   シンクロナイズド競技 ２位 高橋和馬（４年）、田崎勝史（１年）
女子 第４５回全日本学生トランポリン競技選手権大会 Ｂクラス　個人 ３位 渡邉かおり（３年）
   Ｂクラス　シンクロ 優勝 渡邉かおり（３年）
  第３４回東日本トランポリン競技選手権大会 Ａクラス　シンクロ 優勝 山下なつみ（４年）
   Ｂクラス　シンクロ　 ３位 渡邉かおり（３年）
■カヌー
男女 第４６回全日本学生カヌー選手権大会 カナディアン部門　 ２位 
    最優秀選手（男子カナディアン） 阪本直也（４年）
   Ｃ−１　１０００ｍ 優勝 阪本直也（４年）
   Ｃ−２　１０００ｍ　 ２位 阪本直也（４年）、岡崎広太郎（２年）
   ＪＣ−１ 優勝 加藤俊成（１年）
   Ｃ−１　１００００ｍ　 ３位 阪本直也（４年）
   ＷＫ−１　５０００ｍ　 ３位 戸田あかり（３年）
   Ｃ−４　１０００ｍ 優勝 阪本直也（４年）、岡崎広太郎（２年）、
     國嶋諭（４年）、根本孝幸（４年）
男子 平成２２年度日本カヌースプリント選手権大会 ２００ｍＣ−１ 優勝 阪本直也（４年）
   ５００ｍＫ−４ ３位 飯塚貴章（３年）、平山剛志（３年）、
     佐藤匠（２年）、内田享佑（１年）
   ５００ｍＣ−１ 優勝 阪本直也（４年）
   ５００ｍＣ−２ ３位 阪本直也（４年）
   １０００ｍＣ−１ ２位 阪本直也（４年）
   １０００ｍＣ−２ ２位 阪本直也（４年）
■軟式野球
男子 第３３回全日本大学軟式野球選手権大会  優勝 
女子 第２４回全日本大学軟式野球選手権大会  優勝 
    最高殊勲選手 橋本ひかり（３年）
    優秀選手 前田慶子（４年）、安西陽子（３年）
■ライフセービング
男子 第２５回全日本学生ライフセービング選手権大会 団体総合 優勝 
   個人　ビーチフラッグス　 ２位 竹田敦（４年）
   個人　ビーチスプリント 優勝 森谷絢太（４年）
   チーム　ボードリレー　 ３位 
   チーム　オーシャンマンリレー　 ２位 
   チーム　レスキューチューブレスキュー 優勝 
   チーム　ビーチリレー 優勝 
   チーム　１ｋｍ×３ビーチランリレー 優勝 
女子 第２５回全日本学生ライフセービング選手権大会 団体総合 優勝 
   個人　サーフレース　 ３位 栗真千里（２年）
   個人　ビーチスプリント 優勝 細野有希（４年）
   チーム　オーシャンウーマンリレー 優勝 
   チーム　レスキューチューブレスキュー 優勝 
   チーム　ビーチリレー　 ３位 
   チーム　１ｋｍ×３ビーチランリレー 優勝 
■自転車競技
女子 第５１回全日本学生選手権自転車競技大会 ５００ｍタイムトライアル　 ２位 田中まい（３年）
   インディヴィデュアル・パーシュート　 ２位 田中まい（３年）
   スプリント　 ３位 古河麻美（２年）
　  文部科学大臣杯第６６回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 １６ｋｍポイントレース　 ３位 田中まい（３年）
   ５００ｍタイムトアリアル　 ２位 小島蓉子（１年）
   チームスプリント　 ２位 田中まい（３年）、古河麻美（２年）
   ３ｋｍインディヴィデュアル・パーシュート ３位 田中まい（３年）
   ロードレース　 ３位 田中まい（３年）
   トラック競技・ロード競技総合対抗得点　 ２位 
■トライアスロン
男子 日本学生トライアスロン選手権 個人　 ３位 若杉恵夢（３年）
■ラクロス
男子 第２３回関東学生ラクロスリーグ戦　 １部Ａブロック　 ３位 
女子 第２３回関東学生ラクロスリーグ戦　 １部Ｂブロック　 優勝
  第２回全日本ラクロス大学選手権大会  優勝

スポーツ課調べ　7月～12月　情報は新聞各紙（日体大スポーツ含む）・インターネットからの抜粋

全国優勝した男子軟式野球部

第４６回全日本学生カヌー選手権大会　Ｃ−４　１０００ｍ　優勝

ディビジョンⅠグループＡに昇格したアイスホッケー部

関東学生卓球選手権大会シングルス優勝　李セイ（４年）
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［編集後記］ 体育・スポーツ・保育の分野に興味を持つ全国の高校生に、『日体大』の魅力を伝えることが広報課の中での私の仕事です。その中でも私が大事にしていることは、現役日体
大生のありのままの姿をわかりやすく伝えること。そのために時間を見つけては、授業や実習の様子、部活動の練習や試合をよく見に行くようにしています。近頃は、学生から『次の試合
見に来てくれますか？』と声をかけてくれることが多くなり、うれしい限りです。入学式の司会を務めた時、新入生から『高校に説明に来てくれたこと覚えていますか？ 日体大に入学できま
したよ。』と声をかけられました。キラキラと輝く彼の顔を見て、この仕事の魅力を改めて感じました。
いよいよ一般入試のシーズンですね。日体大で一緒に学べることを心より祈っています。がんばれ、受験生！！

モンゴル国立体育大学と
「学術・スポーツ交流協定」を締結

　平成22年11月19日（金）東京・世田谷キャンパスに

おきまして本学とモンゴル国立体育大学による「学術・
スポーツ交流協定」の締結調印式が実施されました。
これは、両国および両大学の学術およびスポーツ交流
の促進と発展を目的として実施されたものであり、モン
ゴル大統領、ツァヒャー・エルベグドルジ閣下が立会人
として出席されました。また、日本体育協会会長・元内
閣総理大臣、森喜朗議員にご列席いただきました。 
　交換留学や高地トレーニングに適した環境を提供し
てもらうなど、競技力向上を目指す上での初めての具
体的な協定となることが期待されています。

　平成22年12月5日（日）、東京・世田谷キャンパス記念講堂に
おいて、イラン伝統スポーツであるズールハーネの実演が行わ
れました。
　これは、日本・イラン両国の平和と文化的交流をさらに深め
るため、イラン・イスラム共和国国立ズールハーネチームと音
楽団が初めて来日し、国内各所で実演を行う中、本学において
もズールハーネと伝統打楽器音楽が披露されたものです。
　会場には、レスリング部、柔道部など約150人の学生たちが2
時間に亘り異文化スポーツに触れる貴重な体験をしました。
　イラン伝統スポーツズールハーネは3,000年の歴史を持ち、
イラン文明の象徴の一つとして詩、文学、音楽、建築美術、道徳
心、神秘主義思想を芸術的な動きで表現するパワースポーツ
で、レスリング大国イランの基礎体力トレーニングとしても行わ
れています。

　ドイツスポーツ大学ケルン(DSHS)と交流協定を締
結してから28年目を迎えた平成22年12月3日（金）、ド
イツから初めてトカルスキー学長とキング国際部長を
お招きし、内容を新たにした新学術・スポーツ交流協
定書の調印式を実施しました。 
　この新協定では、長年にわたり発展させてきた両大
学の交流と信頼関係に基づき、ケルン側から提案され
た新たな項目を含むものとなっています。 
　また調印式には、DSHSから交換留学生第１号であ
るティート教授も出席され、３日の夜は彼らの率いる
ダンス学生13名と本学ダンス学生らとの合同演技発
表会が大田区アプリコホールにて開催されました。そ
れぞれのダンスチームの個性あふれる演技に、多くの
観客から盛大な拍手があがりました。 

イラン伝統スポーツ
「ズールハーネ」講演実演が
行われました。

ドイツスポーツ大学ケルンと、
新学術・スポーツ交流協定を締結、調印式が行われました




